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私
が
こ
の
言
葉
に
出
会
っ
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
か
、
も
う
記
憶
に
は
な
い
が
、

随
分
長
い
間
、
喉
元
に
突
き
刺
さ
っ
た
魚
の
小
骨
の
よ
う
に
気
に
な
っ
て
し
よ
う

が
な
い
言
葉
で
あ
っ
た
。 

 

意
味
は
判
る
し
、
英
語
の
こ
と
わ
ざ
を
も
じ
っ
た
表
現
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

そ
れ
だ
け
の
こ
と
な
ら
ば
、
と
っ
く
の
昔
に
忘
れ
果
て
て
い
た
言
葉
だ
ろ
う
が
、

そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
こ
う
言
っ
た
の
が
ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

私
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
は
，
Ｋ
・
バ
ー
ク
ほ
ど
の
人
物
が
何
故
こ
ん
な
こ

と
を
言
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
ロ
ー
マ
に
在
り
て
は
、
ギ
リ
シ
ア
人

の
ご
と
く
振
る
舞
え
！
」
と
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
た
い
彼
は
何
を
言
い
た

か
っ
た
の
か
？ 

そ
れ
が
判
ら
な
か
っ
た
。 

 

あ
る
時
ふ
と
、
こ
の
言
葉
は
た
だ
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
が
付

い
た
。
千
変
万
化
し
な
が
ら
ど
こ
ま
で
も
続
く
表
現
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
い
う

こ
と
に
。 

「
ロ
ー
マ
に
在
り
て
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
ご
と
く
振
る
舞
え
！
」
と
い
う
こ
と

は
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
「
ア
テ
ネ
に
在
り
て
は
、
ペ
ル
シ
ア
人
の
ご
と
く
振
る

舞
え
！
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
に
在
り
て
は
イ
ン
ド
人
の
ご
と

く
、
デ
リ
ー
に
在
り
て
は
中
国
人
の
ご
と
く
、
北
京
に
在
り
て
は
日
本
人
の
ご
と

く
、
東
京
に
在
り
て
は
ア
メ
リ
カ
人
の
ご
と
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
在
り
て
は
イ

ギ
リ
ス
人
の
ご
と
く
、
ロ
ン
ド
ン
に
在
り
て
は
イ
タ
リ
ア
人
の
ご
と
く
、
ロ
ー
マ 

   

に
在
り
て
は
…
…
と
、
地
球
を
一
周
す
る
言
葉
で
あ
る
。
次
の
一
周
は
ま
た
別

の
経
路
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。 

 

世
界
中
の
ど
こ
で
も
通
用
し
そ
う
な
「
郷
に
入
り
て
は
郷
に
従
え
！
」
と
い
う

あ
り
き
た
り
の
格
言
に
昂
然
と
反
旗
を
翻
し
、
そ
ん
な
常
識
に
囚
わ
れ
て
は
な
ら

な
い
と
迫
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
ん
な
風
に
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、
一
冊
の
本
に
出
会
っ
た
。『
オ
リ
エ

ン
タ
リ
ズ
ム
（
上
）（
下
）
』（
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｗ
・
サ
イ
ー
ド
著
、
今
沢
紀
子
訳
、

平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
で
あ
る
。 

 

こ
の
著
作
の
中
で
、
Ｅ
・
サ
イ
ー
ド
は
、
Ｅ
・
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
か
ら
の
孫
引

き
で
、
サ
ン
＝
ヴ
ィ
ク
ト
ル
の
フ
ー
ゴ
―
（
神
秘
主
義
的
ス
コ
ラ
哲
学
者
、1

0
9
6

～1
1
4

1

）
の
『
デ
ィ
ダ
ス
カ
リ
コ
ン
』
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。 

「
故
郷
を
甘
美
に
思
う
者
は
ま
だ
嘴
の
黄
色
い
未
熟
者
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
場

所
を
故
郷
と
感
じ
ら
れ
る
者
は
、
す
で
に
か
な
り
の
力
を
た
く
わ
え
た
者
で
あ
る
。

だ
が
、
全
世
界
を
異
郷
と
思
う
者
こ
そ
、
完
璧
な
人
間
で
あ
る
」 

 

こ
の
引
用
を
読
ん
だ
時
に
、
Ｋ
・
バ
ー
ク
の
言
葉
は
初
め
て
ス
ト
ン
と
私
の
腑

に
落
ち
た
。
長
年
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
か
っ
た
「
ロ
ー
マ
に
在
り
て
は
、
ギ
リ

シ
ア
人
の
ご
と
く
振
る
舞
え
！
」
と
は
、
そ
う
か
、「
成
熟
せ
よ
！
」
と
い
う
私

宛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
の
か
、
と
。 

 

こ
ん
な
こ
と
に
気
付
く
ま
で
に
、
三
十
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
。
歳
月
人
を

待
た
ず
。
光
陰
矢
の
如
し
。
人
生
は
短
い
。 

 
 

（
二
〇
二
四
・
三
・
三
一
） 

「
ロ
ー
マ
に
在
り
て
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
ご
と
く
振
る
舞
え
」 

天 

道 
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【
註
】
―
―
ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
や
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
や
エ
ー
リ
ヒ
・
ア
ウ

エ
ル
バ
ッ
ハ
を
全
く
知
ら
な
く
て
も
、
私
の
書
い
た
文
章
を
読
む
に
は

あ
ま
り
影
響
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
ひ
と
つ
だ
け
、
サ
ン
＝
ヴ
ィ

ク
ト
ル
の
フ
ー
ゴ
―
の
『
デ
ィ
ダ
ス
カ
リ
コ
ン
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い

て
補
足
し
て
お
く
。 

 
 
 
 
 

引
用
は
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
で
の
今
沢
紀
子
さ
ん
の
翻
訳
に
従

っ
た
が
、
『
デ
ィ
ダ
ス
カ
リ
コ
ン
（
学
習
論
）
―
―
読
解
の
研
究
に
つ

い
て
』
は
邦
訳
も
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。 

  
 
 
 

★
『
中
世
思
想
原
典
集
成 
第
九
巻 

サ
ン
＝
ヴ
ィ
ク
ト
ル
学
派
』（
上

智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
編
、
平
凡
社
） 

  
 

 
 

 

こ
ん
な
も
の
ま
で
日
本
語
で
読
め
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

事
実
を
目
に
す
る
と
、
私
は
イ
エ
ズ
ス
会
と
い
う
組
織
の
強
靭
さ
に
驚

き
を
禁
じ
得
な
い
。 

 

【
追
記
】
―
―
上
記
の
文
章
を
書
い
た
後
で
、
ナ
シ
ム
・
タ
レ
ブ
の
『
ブ
ラ
ッ
ク
・

ス
ワ
ン 

 

不
確
実
性
と
リ
ス
ク
の
本
質
』
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
の
事

を
思
い
出
し
た
。 

ナ
シ
ム
・
タ
レ
ブ
は
こ
の
著
作
を
ブ
ノ
ワ
・
マ
ン
デ
ル
ブ
ロ
に
捧
げ

て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
献
辞
に
彼
は
こ
う
書
い
て
い
る
。 

 

「
誰
も
彼
も
が
ロ
ー
マ
人
の
中
に
あ
っ
て
、
マ
ン
デ
ル
ブ
ロ
は
一
人

ギ
リ
シ
ア
人
で
あ
る
」 

 

ケ
ネ
ス
・
バ
ー
ク
や
サ
ン
＝
ヴ
ィ
ク
ト
ル
の
フ
ー
ゴ
ー
の
言
葉
と
並

べ
て
読
む
と
、
な
か
な
か
含
蓄
の
あ
る
表
現
で
あ
る
。
こ
う
い
う
メ
タ

フ
ォ
リ
カ
ル
な
表
現
の
孕
む
多
義
性
に
翻
弄
さ
れ
る
の
が
私
に
は
心

地
よ
い
。 

 

ケネス・バーク 
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エーリヒ・アウエルバッハ 

 

サン＝ヴィクトルのフーゴー 


